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ュタイン OC 94 
 
「今、それが私たちが関係している因果関係でなければ、心の活動は私たちの前にあります。ヴィトゲンシュタイ
ン 「青い書」 p6 (1933年) 
 
「ナンセンス、ナンセンス、あなたは単に記述するのではなく、仮定をしているからです。ここでの説明に頭が悩
まされているのなら、最も重要な事実を思い出すことを怠っているのです。ヴィトゲンシュタイン Z 220 
 
「哲学は単に私たちの前にすべてを置き、何も説明も推測もしていません。すべての新しい発見や発明の前に可能
な事に「哲学」という名前を付けるかもしれません。ヴィトゲンシュタイン PI 126 
 
「私たちが提供しているのは、好奇心ではなく、人間の自然史に関する本当の発言です。しかし、誰も疑っていな


































































































































































と反射的な行為('will')--機関1の理解- そして感情1 - 喜び、愛、怒りなど、、システム2、ゆっくりとした思考、ニュー








































































性に関する最近の3巻のものと比較することは興味深いはずです。この表は、S1 と S2 の間の多くの (おそらくすべて

























感情 メモリ 知覚 欲望 PI * * IA * * * アクション/
語 
原因は* * * * 世界 世界 世界 世界 マインド マインド マインド マインド 
に変更を加える 
 * * * ** 
なし マインド マインド マインド なし 世界 世界 世界 
因果関係自己再帰****** ない はい はい はい ない はい はい はい 
真または偽 
（テスト可能） 
はい 真実のみ 真実のみ 真実のみ はい はい はい はい 
公開テスト 
(COS) 
はい はい/いいえ はい/いいえ ない はい/いいえ はい ない はい 
記精神状態の説明を提供
します 
ない はい はい はい ない ない はい/いいえ はい 
進化的優先事項 5 4 2、3 1 5 3 2 2 
コンテンツを選択できま
す 
はい ない ない ない ない はい はい はい 
自発的スタート はい 
ない  
ない  はい ない  はい・いい
え 
はい はい はい 
認知システム 
******* 
2 1 2/1 1 2/1 2 1 2 
強さの変化 ない はい はい はい はい ない ない ない 




TT HN HN HN TT TT HN HN 
特別な品質 ない はい ない はい ない ない ない ない 
体の一部に局在 ない ない ない はい ない ない ない はい 
身体表現 はい はい ない ない はい はい はい はい 
自己矛盾 ない はい ない ない はい ない ない ない 
自己が必要 
はい はい/いいえ 違います 違います はい 違います 違います 違います 
必要な言語 
はい ない ない ない ない ない ない はい/いい
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感情 メモリ 知覚 欲望 PI * * IA * * * アクション
/ 
語 
サブリミナル効果 ない はい/ 
ない 




RB A/RB A A A/RB RB RB RB 
状況依存（CD） 
抽象化（A） 
A CD/A CD CD CD/A A CD/A CD/A 
シリアル（S） 
 平行（P） 




A H/A H H H/A A A A 
アクティブが必要 
記憶 
はい ない ない ない ない はい はい はい 
一般的なインテリジェン
ス依存 
はい ない ない ない はい/ 
ない 





























































































































































































































でも多くの動物の前駆体があります (必要がありますように) 儀式の戦闘や交配ダンスの姿勢, バウアー鳥による交配
サイトの装飾, 母鳥の壊れた翼の見せかけ, サルの偽のアラームコール, 獲物から一口を取る 「クリーナー」魚とタカ
と鳩の戦略のシミュレーション (詐欺師) 多くの動物で. 
 
合理性の彼の議論(p126 et seq)のために、より多くの翻訳が必要です。思考は命題であり、真または偽の「事実実体
」を扱うとは、S1の真のみの自動認知機能とは対照的に、それがテストできる典型的なS2処分であることを意味す
る。 
 
「自由意志、合理性、制度的事実」では、彼は彼の古典的な本「行動の合理性」の一部を更新し、私がフェリシタ
スを見つけることができない実用的な理由の正式な装置を記述するためのいくつかの新しい用語を作成します。「
事実的実体」は、性質や「動機」(欲望または義務)、'エフェクター'(身体筋肉)、構成者」(スピーチ筋肉)、および「
すべての関連する性質」(すべての関連する性質)と変わらないようです。 
 
私たちはここで人間の行動の議論ではめったに起こらない何かをし、その生物学を思い出させるべきです。インク
ルーシブフィットネスによる進化は、S2の意識的なゆっくりとした思考(しばしばS3の文化的拡張によって変更され
る)を生み出すS1の無意識の急速な反射的因果作用をプログラムし、しばしばS1によって身体および/または音声筋肉
の活性化をもたらす行動の理由を生み出す。一般的なメカニズムは、神経伝達と脳の標的領域における様々な神経
調節剤の変化の両方を介してである。これは同様に不可解に見えるかもしれませんが、それは事実に基づいている
という美徳を持っており、私たちのより高い順序の思考の複雑さを考えると、私は一般的な説明がはるかに簡単に
なるとは思わない。全体的な認知錯覚(S'S'「フェノメノロジカル錯覚」によって呼ばれる)は、S2 / S3が私たちが十分
に認識し、制御している理由で意識的に行動を生成したということですが、現代の生物学と心理学に精通している
人は、この見解は信用できません。 
 
したがって,、p127の実用的な理由の要約を次のように翻訳します:「私たちは、通常、欲望-独立した行動理由(DIRA
、時と時間に置き換えられる欲望、最も頻繁に相互利他主義のために)を含む私たちの欲望(脳化学を変更する必要が
ある)に屈します。 
 
p128に関するSのコメントとは対照的に、DIRAは高等動物では普遍的であり、S1の自動言語学的反射神経(すなわち
DIRA1)を含むならば、人間に特有のものではないと思いますが、確かに言語を必要とするS2/3またはDIRA2のより高
い順序DIRAは人間的です。これは、私たちがDIRA2 / 3(すなわち、S2の欲望とその文化的なS3拡張)を自発的に実行す
る方法のパラドックスのp129の下部にある彼の「説明」(Wが示唆したように)の代替的で明確な記述のように思えま
す。つまり、「パラドックスの解決は、欲望に依存しない理由の認識は、欲望を根付かせる可能性があり、したが
って、彼らが行うことは論理的に避けられず、経験的に普遍的ではないにもかかわらず、欲望を引き起こす可能性
があるということです」と、「パラドックスの解決は、長期的な包括的なフィットネスを提供する無意識のDIRA1が
意識的なDIRA2を生成するということです。同様に,、p130-31に関するこの問題についての彼の議論のために-S2/3の
性質とそれに続く行動を根拠にしたEP、RA、IF、S1です。 
 
p140では、生物学から脱イオン薬を得ることができない理由を尋ねますが、もちろん、他の選択肢はなく、上記の
説明はこれがどのように起こるかを示しているので、生物学からそれらを得る必要があります。彼の声明とは対照
的に、最も強い傾向は常に勝ちますが(定義上、それ以外の場合は最強ではありません)、RAとIFの先天的なプログラ
ミングが即時の個人的な短期的な欲求を上書きするので、デオンティクスは機能します。S1とS2の自然と育成の彼
の混乱は、p143の結論2と3にまで及びます。エージェントは確かにDIRA2 / 3の近位の理由を作成しますが、これらは
単なるものではありませんが、例外が少ない場合はDIRA1の非常に制限された拡張(最終的な原因)です。彼が本当に
私たちの意識的な決定だけにデオンティックを帰属させる意味があるならば、彼はその名前の彼の古典的な論文で
とても美しく取り壊された「フェノメノロジカル幻想」(TPI)の餌食です(PNCの私のレビューを参照)。私が上記のよ
うに、私たちの性格を構成する認知錯覚を暴露する最近の研究の巨大な体があります。TPIは単なる無害な哲学的誤
りではなく、私たちの生命と社会と世界を支配し、その結果が今後150年間に文明の崩壊という錯覚を生み出す私た
ちの生物学に対する普遍的な忘却です。 
 
彼は、人間の合理性は「ギャップ」(実際には彼が何度も議論してきた3つのギャップ)なしでは意味をなさないこと
を正しく指摘しています。つまり、自由意志(すなわち、選択)がなければ、それはすべて無意味であり、進化が不必
要な遺伝的かつエネルギッシュに高価なシャレードを作成し、維持することは考えられないと正しく指摘している
。しかし、他のほとんどすべての人と同じように、彼は自分の道を見ることができないので、再び彼は(p133)その選
択が幻想かもしれないことを示唆しています。それどころか、Wに続いて、選択が私たちの公理学的なS1真の唯一
の反射的な行動の一部であり、S1が質問の基礎であるため、矛盾なしに疑問を持つことはできないことは明らかで
す。あなたがそれを意識することは疑いの根拠であるため、このページを読んでいる疑いは間違いありません。 
 
Wに関する彼の素晴らしい本の中で、Wが脳の混沌としたプロセスに由来する可能性を示唆することによって、これ
に興味深い解決策を提起したこと(Wに関する彼の素晴らしい本の中のBuddは1つの例外です)、例えば、記憶痕跡に
対応するものは何も存在しない。彼はまた、因果鎖に終わりがあり、これは(科学の状態に関係なく)それ以上それを
追跡することは不可能であり、「原因」の概念が特定のポイントを超えて適用されなくなることを意味する可能性
があることを何度か示唆した。その後、多くの人が物理学と複雑さと混乱の科学に基づいて同様の提案をしました
。 
 
p155では、バックグラウンド/ネットワークは私たちのEPであり、S1、S2、S3の文化的拡張であることに注意してく
ださい。 
 
上記を考えると、私は彼の権力と政治の議論についてコメントする必要はないと感じていますが、私は人権につい
ていくつかの言葉を言います。私は、国連人権宣言は無責任な文書であるというp185に関する彼のコメントに完全
に同意します。急速で、おそらく容赦ない社会の崩壊は、人々があまりにも多くの権利とあまりにも少ない責任を
持っているためです。世界に対する唯一の小さな希望の光は、何とか人々が地球を第一に、自分自身を第二に置く
ことを余儀なくされる(自発的にそれを行う人はほとんどいない)ということです。資源を消費し、子供を生産するこ
とは特権として規制されなければならないか、コモンズの悲劇はすぐにゲームを終了します。 
 
全体として、MSWはSの半世紀の仕事に起因するヴィトゲンシュタインに対する多くの実質的な進歩の良い要約です
が、私の見解では、Wは彼が言っていることを理解すると、基本的な心理学のためにまだ不平等です(私のレビュー
を参照)。理想的には、彼らは一緒に読む必要があります:S2 / S3の動作に関する明確な一貫した散文と一般化のため
のサールは、S1 / S2の動作のWの厄介な例と彼の華麗な格言で示されています。もし私がずっと若かったら、まさに
それをやっている本を書くだろう。 
 
